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 ＜The Clash of Ideas 
＜CFR Meeting＞ 市場経済・民主主義の勝利と 
外交か軍事攻撃か 

衰退を考える＞ 
― 空爆、外交、それともイランの核武装を放置するか  
マシュー・クローニッグ 歴史の未来 レイ・タキー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.69 

― 中間層を支える思想・イデオロギーの構築を  
 フランシス・フクヤマ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.6 
  
＜CFR Meeting＞ 

リベラルな民主主義の奇妙な勝利 2012 年、われわれは何を心配すべきか 
そして停滞 

― 世界のマクロ政治・経済リスクを検証する 
シュロモ・アヴィネリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.17 

デビッド・ゴードン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.80  
  

 
 

 
＜特集 金融危機 第三幕 パキスタンに対する強硬路線を 

―不安定化する国際通貨システム＞ ― 懐柔策ではもはや協調は引き出せない 
 

スティーブン・Ｄ・クラズナー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.86 
国際通貨システムの未来  

 ― 再現されるのは１９３０年代か１９７０年代か 
 バリー・エイケングリーン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.28 
＜Foreign Affairs Update＞ 

 
はじけだした中国の不動産バブル 

人民元の国際化路線を検証する 
パトリック・チョバネク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.95 

― 中国のドル・ジレンマと経済モデル改革論争  
 セバスチャン・マラビー 
 

オリン・ウェシングトン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.43 
＜CFR Interview＞  

 先の読めない 
 北朝鮮の権力継承プロセス 
＜特集 緊迫するイラン情勢 スコット・A・スナイダー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.101 

 ―軍事攻撃、外交、それとも封じ込めか＞ 
   

いまこそイランを軍事攻撃するタイミングだ  

― 封じ込めは最悪の事態を出現させる  
マシュー・クローニッグ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.54 

  
＜CFR Interview＞ 

 
イランはすでに核弾頭を 
搭載できるミサイルを保有している  
マイケル・エルマン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.64 
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